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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
毛髪をスタイリングする方法であって
ｉ）全組成物の０．２から５重量％の糖であって、マルトトリオース及びマルトテトラオ
ースから選択されるオリゴ糖である糖、および
ｉｉ）適切な担体、スタイリングポリマー、または界面活性剤からなる群から選択された
少なくとも１種のさらなる成分
を含む非永続的スタイリング組成物を毛髪に適用するステップを含み、それにより毛髪を
直毛化しボリュームを低減する、該方法。
【請求項２】
オリゴ糖がシロップの形態である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
ヘアスタイリングポリマーをさらに含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
製剤がムースまたはスプレー剤である、請求項１から３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
組成物が炭化水素をベースとする噴射剤を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
クリーム、ジェル、またはワックスである、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法
。
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【請求項７】
組成物がリーブイン組成物である、請求項１から６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
毛髪を５０℃超の温度に加熱する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
毛髪を直毛化しボリュームを低減するための、マルトトリオース及びマルトテトラオース
から選択されるオリゴ糖の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、非永続的ヘアスタイリング組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在の毛髪市場には広範なスタイリング製品がある。特定のヘアスタイルを保持する一
般的な方法は、ヘアスプレー、クリーム、ムース、ジェル、ローション、またはワックス
を適用することである。これらの組成物中の材料は一般に、皮膜形成剤、樹脂、ゴム、お
よび／または粘着性ポリマーである。良好な保持力は、毛髪の自然な感触と同じく、消費
者がスタイリング製品に求める特性の１つである。
【０００３】
　スタイリング市場は、所望のスタイリング効果に基づいて様々なサブセットに分類する
ことができ、このようなサブセットの１つは毛髪を直毛化するための製品である。
【０００４】
　直毛化した毛髪の問題は、ひとたび直毛化工程が行われると、毛髪のボリュームが増し
、ふわふわとして見える傾向のあることであり、これは特に湿潤条件において厄介な問題
である。
【０００５】
　糖および糖誘導体は、ヘアケア組成物に添加される数多くの化合物の種類の１つである
。ＵＳ２００１／００２２９６７は、活性保持ポリマーおよび糖を含むヘアスタイリング
組成物を開示している。
【０００６】
　ＷＯ２００４／０３７２１７は、サッカリドおよび皮膜形成剤を含む熱活性化耐久性ス
タイリング組成物を記載している。
【０００７】
　ＵＳ５５０７９７０は、糖をベースとする界面活性剤、脂肪酸、および単糖またはオリ
ゴ糖を含む洗剤組成物を開示している。この開示の組成物は、毛髪のスタイリングには適
していない。
【０００８】
　ＷＯ２００８／０１２７３３は、永続的に毛髪を形状化するための組成物を開示してい
る。この組成物は、活性剤としてＮ－アルキル－２－メルカプトアセトアミド、ならびに
マルトトリオースを含む種々の膨脹剤および浸透促進剤を含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００１／００２２９６７号明細書
【特許文献２】国際公開第２００４／０３７２１７号
【特許文献３】米国特許第５５０７９７０号明細書
【特許文献４】国際公開第２００８／０１２７３３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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　本発明は、ある種の糖を用いて、毛髪を直毛化し（ボリュームを低減して）、直毛化し
たスタイルを維持できることをここに見出した。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、
　ｉ）糖単位間の結合基がα１－４結合である３から７個の糖単位を含むオリゴ糖、およ
び
　ｉｉ）適切な担体、スタイリングポリマー、または界面活性剤からなる群から選択され
た少なくとも１種のさらなる成分を含む非永続的ヘアスタイリング組成物を毛髪に適用す
るステップを含む、毛髪をスタイリングする方法に関する。
【００１３】
　本発明はさらに、毛髪をスタイリングするための、糖単位間の結合基がα１－４結合で
ある３から７個の糖単位を含むオリゴ糖の使用に関する。
【００１４】
　さらに好ましくは、オリゴ糖は３から５個の糖単位を含み、特に好ましくは、マルトト
リオースおよび／またはマルトテトラオースである。
【００１５】
　オリゴ糖は、シロップの形態であることができ、好ましいシロップは、マルトテトラオ
ースシロップである（ＨａｙａｓｈｉｂａｒａのＧ４またはＧ４Ｈ）。
【００１６】
　全組成物に存在するオリゴ糖のレベルは、０．２重量％から５重量％である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の多くの態様において、組成物がスタイリング助剤を含むことが非常に望ましい
。
【００１８】
　本発明のスタイリング助剤として特に有用であるのは、ヘアスタイリングポリマーであ
る。ヘアスタイリングポリマーは周知の商品であり、ポリマーを本質的にカチオン性、ア
ニオン性、両性、または非イオン性にする部分を含有するこのような多くのポリマーが市
販され入手可能である。これらのポリマーは合成または天然由来であることができる。
【００１９】
　ビニルポリマー、特にブロックコポリマーなどのスタイリング助剤が好ましい。
【００２０】
　ヘアスタイリングポリマーの量は、組成物の総重量に対して、０．１から１０重量％、
好ましくは０．５から８重量％、より好ましくは０．７５から６重量％の範囲であること
ができる。
【００２１】
　アニオン性ヘアスタイリングポリマーの例は以下のものである。
【００２２】
　ビニルアセタートとクロトン酸のコポリマー；
　ビニルアセタート、クロトン酸、およびビニルネオデカノアートなどのα分岐飽和脂肪
族モノカルボン酸のビニルエステルのターポリマー；
【００２３】
　メチルビニルエーテルと無水マレイン酸のコポリマー（モル比約１：１）であって、こ
のようなコポリマーは、エタノールまたはブタノールなどの１から４個の炭素原子を含有
する飽和アルコールで５０％エステル化されている；
【００２４】
　下記のような他のモノマーと共にアニオン性基含有部分としてアクリル酸またはメタク
リル酸を含有するアクリル酸コポリマー：アクリル酸またはメタクリル酸と１から２２個
の炭素原子を有する１種以上の飽和アルコールのエステル（メチルメタクリラート、エチ
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ルアクリラート、エチルメタクリラート、ｎ－ブチルアクリラート、ｔ－ブチルアクリラ
ート、ｔ－ブチルメタクリラート、ｎ－ブチルメタクリラート、ｎ－ヘキシルアクリラー
ト、ｎ－オクチルアクリラート、ラウリルメタクリラート、およびベヘニルアクリラート
など）；
【００２５】
　１から６個の炭素原子を有するグリコール（ヒドロキシプロピルメタクリラートおよび
ヒドロキシエチルアクリラートなど）；
【００２６】
　スチレン；ビニルカプロラクタム；ビニルアセタート；アクリルアミド；アルキル基に
１から８個の炭素原子を有するアルキルアクリルアミドおよびメタクリルアミド（メタク
リルアミド、ｔ－ブチルアクリルアミド、およびｎ－オクチルアクリルアミドなど）；な
らびに他の適合性不飽和モノマー。
【００２７】
　ポリマーはまた、ポリジメチルシロキサンなどのグラフト化シリコーンを含有すること
ができる。
【００２８】
　適切なアニオン性ヘアスタイリングポリマーの具体的な例は以下のものである。
【００２９】
　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈから入手可能なＲＥＳＹＮ（登録商標）２８－２９３
０（ビニルアセタート／クロトン酸／ビニルネオデカノアートコポリマー）；
【００３０】
　ＢＡＳＦから入手可能なＵＬＴＲＡＨＯＬＤ（登録商標）８（ＣＴＦＡ名アクリラート
／アクリルアミドコポリマー）；
【００３１】
　ＩＳＰ社から入手可能なＧＡＮＴＲＥＺ（登録商標）ＥＳシリーズ（メチルビニルエー
テルと無水マレイン酸のエステル化コポリマー）。
【００３２】
　他の適切なアニオン性ヘアスタイリングポリマーには、カルボキシル化ポリウレタンが
含まれる。カルボキシル化ポリウレタン樹脂は、ペンダントカルボキシル基を有する線状
ヒドロキシル末端コポリマーである。これらのカルボキシル化ポリウレタン樹脂は、少な
くとも１つの末端がエトキシル化および／またはプロポキシル化されていることができる
。カルボキシル基は、カルボン酸基、またはエステル基のアルキル部分が１から３個の炭
素原子を含有するエステル基であることができる。カルボキシル化ポリウレタン樹脂は、
ＣＴＦＡ名ＰＶＰ／ポリカルバミルポリグリコールエステルを有するポリウレタンおよび
ポリビニルピロリドンのコポリマーであることもできる。適切なカルボキシル化ポリウレ
タン樹脂は、ＥＰ－Ａ－０６１９１１１およびＵＳ　Ｐａｔｅｎｔ　Ｎｏ．５，０００，
９５５に開示されている。他の適切な親水性ポリウレタンは、ＵＳ　Ｐａｔｅｎｔ　Ｎｏ
．３，８２２，２３８、４，１５６，０６６、４，１５６，０６７、４，２５５，５５０
、および４，７４３，６７３に開示されている。
【００３３】
　ｔ－ブチルアミノエチルメタクリラートなどのモノマー由来のカチオン基、ならびにア
クリル酸またはメタクリル酸などのモノマー由来のカルボキシル基を含有できる両性ヘア
スタイリングポリマーも本発明に用いることができる。両性ヘアスタイリングポリマーの
具体的な例の１つは、Ｎａｔｉｏｎａｌ　ＳｔａｒｃｈおよびＣｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎから販売されているＡｍｐｈｏｍｅｒ（登録商標）（オクチルアクリル
アミド／アクリラート／ブチルアミノエチルメタクリラートコポリマー）である。
【００３４】
　非イオン性ヘアスタイリングポリマーの例は、Ｎ－ビニルピロリドンのホモポリマー、
およびＮ－ビニルピロリドンとビニルアセタートなどの適合性非イオン性モノマーのコポ
リマーである。様々な重量平均分子量のＮ－ビニルピロリドンを含有する非イオン性ポリ



(5) JP 5647598 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

マーがＩＳＰ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販され入手可能であり、このような材料の
具体的な例は、ＰＶＰ　Ｋ－９０の名称で販売されている平均分子量約６３０，０００を
有するＮ－ビニルピロリドンのホモポリマー、およびＰＶＰ　Ｋ－１２０の名称で販売さ
れている平均分子量約１，０００，０００を有するＮ－ビニルピロリドンのホモポリマー
である。
【００３５】
　他の適切な非イオン性ヘアスタイリングポリマーは、架橋シリコーン樹脂またはゴムで
ある。具体的な例には、ＥＰ－Ａ－０２４０３５０に記載されているものなどの硬質シリ
コーンポリマー、およびＷＯ９６／３１１８８に記載されているものなどの架橋シリコー
ンゴムが含まれる。
【００３６】
　カチオン性ヘアスタイリングポリマーの例は、低級アルキルアミノアクリラートなどの
アミノ官能性アクリラートモノマー、またはジメチルアミノエチルメタクリラートなどの
メタクリラートモノマーと、Ｎ－ビニルピロリドン、ビニルカプロラクタム、アルキルメ
タクリラート（メチルメタクリラートおよびエチルメタクリラートなど）、およびアルキ
ルアクリラート（エチルアクリラートおよびｎ－ブチルアクリラートなど）などの適合性
モノマーとのコポリマーである。
【００３７】
　適切なカチオン性ヘアスタイリングポリマーの具体的な例は以下のものである。
【００３８】
　ＩＳＰ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからＣｏｐｏｌｙｍｅｒ８４５、Ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ
９３７、およびＣｏｐｏｌｙｍｅｒ９５８として入手可能な、Ｎ－ビニルピロリドンとジ
メチルアミノエチルメタクリラートのコポリマー；
【００３９】
　ＩＳＰ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからＳｔｙｌｅｚｅ（登録商標）ＣＣ１０として入手
可能な、Ｎ－ビニルピロリドンとジメチルアミノプロピルアクリルアミドまたはメタクリ
ルアミドのコポリマー；
【００４０】
　Ｎ－ビニルピロリジンとジメチルアミノエチルメタクリラートのコポリマー；
　ビニルカプロラクタム、Ｎ－ビニルピロリドン、およびジメチルアミノエチルメタクリ
ラートのコポリマー；
【００４１】
　ポリクオタニウム－４（ジアリルジモニウムクロリドとヒドロキシエチルセルロースの
コポリマー）；
【００４２】
　ＩＳＰからＧａｆｑｕａｔ（登録商標）７３４、７５５、および７５５Ｎ、ならびにＢ
ＡＳＦからＬｕｖｉｑｕａｔ（登録商標）ＰＱ１１として入手可能なポリクオタニウム－
１１（硫酸ジエチルと、ビニルピロリドンおよびジメチルアミノエチルメタクリラートの
コポリマーとの反応によって形成）；
【００４３】
　ＢＡＳＦからＬｕｖｉｑｕａｔ（登録商標）ＦＣ３７０、ＦＣ５５０、ＦＣ９０５、お
よびＨＭ－５５２として入手可能なポリクオタニウム－１６（メチルビニルイミダゾリウ
ムクロリドおよびビニルピロリドンから形成）；
【００４４】
　ＢＡＳＦからＬｕｖｉｑｕａｔ（登録商標）Ｈｏｌｄとして入手可能なポリクオタニウ
ム－４６（ビニルカプロラクタムおよびビニルピロリドンとメチルビニルイミダゾリウム
メトスルファートとの反応によって調製）。
【００４５】
　適切な天然由来のヘアスタイリングポリマーの例には、シェラック、アルギン酸塩、ゼ
ラチン、ペクチン、セルロース誘導体、およびキトサン、またはこれらの塩および誘導体



(6) JP 5647598 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

が含まれる。市販され入手可能な例には、Ｋｙｔａｍｅｒ（登録商標）（Ａｍｅｒｃｈｏ
ｌ）およびＡｍａｚｅ（登録商標）（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ）が含まれる。
【００４６】
　同様に本発明の組成物の任意の成分として用いるのに適しているのは、ＷＯ９３／０３
７０３に記載されているイオン性コポリマー、ＷＯ９３／２３４４６に開示されているポ
リシロキサングラフト化ポリマー、ＷＯ９５／００１０６またはＷＯ９５／３２７０３に
記載されているシリコーン含有ポリカルボン酸コポリマー、ＷＯ９５／０１３８３、ＷＯ
９５／０６０７８、ＷＯ９５／０６０７９、およびＷＯ９５／０１３８４に記載されてい
る熱可塑性エラストマーコポリマー、ＷＯ９５／０４５１８またはＷＯ９５／０５８００
に開示されているシリコーングラフト化粘着性ポリマー、ＷＯ９６／２１４１７に教示さ
れているシリコーンマクログラフト化コポリマー、ＷＯ９６／３２９１８のシリコーンマ
クロマー、ＷＯ９８／４８７７０またはＷＯ９８／４８７７１またはＷＯ９８／４８７７
２またはＷＯ９８／４８７７６の粘着性ポリマー、ＷＯ９８／５１２６１のグラフトポリ
マー、ならびにＷＯ９８／５１７５５に記載されているグラフト化コポリマーである。
【００４７】
　上記の幾つかのポリマーでは、溶解性／分散性を促進するために、一部の酸性基を中和
する必要のある可能性がある。適切な中和剤の例には、２－アミノ－２－メチル－１，３
－プロパンジオール（ＡＭＰＤ）、２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール
（ＡＥＰＤ）、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール（ＡＭＰ）、２－アミノ－１
－ブタノール（ＡＢ）；モノエタノールアミン（ＭＥＡ）、ジエタノールアミン（ＤＥＡ
）、トリエタノールアミン（ＴＥＡ）、モノイソプロパノールアミン（ＭＩＰＡ）、ジイ
ソプロパノール－アミン（ＤＩＰＡ）、トリイソプロパノールアミン（ＴＩＰＡ）、およ
びジメチルステアラミン（ＤＭＳ）が含まれる。ＵＳ４，８７４，６０４に記載されてい
るように、ステアラミドプロピルジメチルアミンまたはラウラミドプロピルジメチルアミ
ンなどの長鎖アミン中和剤を用いることができる。同様に適しているのは無機中和剤であ
り、この例には、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、およびホウ砂が含まれる。上記の
任意の中和剤の混合物を用いることができる。中和剤の量は、全組成物の約０．００１か
ら約１０重量％の範囲となる。
【００４８】
　本発明の組成物は、ヘアスタイリング用のヘアケア組成物に製剤化される。これらの組
成物は、好ましくは非永続的にヒトの毛髪をスタイリングするために用いられ、より好ま
しくは、このように包装され、ラベルを付けられる。非永続的にという用語は、スタイリ
ング工程中に内部シスチン－ジスルフィド結合が破壊されないことを意味する。これは、
このヘアケア組成物に還元剤が存在しないことを意味する。
【００４９】
　これらの製品は適用後、毛髪に残留させたままで、すぐに洗い落とさない（適用後１時
間以内）ことが好ましい。このような製品はリーブイン組成物として知られている。
【００５０】
　好ましい製品形態は、ムース、スプレー剤、およびエアロゾルなどのリーブオン製剤で
ある。
【００５１】
　別のスタイリング形態には、ジェル、ワックス、およびクリームが含まれる。
【００５２】
　このようなスタイリング製品はしばしば、担体およびさらなる追加成分を含む。このよ
うな製品の製剤化に必要とされる担体および追加成分は製品の種類によって異なり、当業
者によって慣例的に選択されることができる。以下はこれらの幾つかの担体および追加成
分の説明である。
【００５３】
　本発明のヘアケア組成物は、毛髪への適用に適している担体、またはこのような担体の
混合物を含むことができる。これらの担体は、組成物の約０．５％から約９９．５％、好
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ましくは５．０％から約９９．５％、より好ましくは約１０．０％から約９８．０％存在
する。本明細書において使用される、「毛髪への適用に適している」という句は、この担
体が毛髪の美観を損なわず、または美観に悪影響を与えず、この下の皮膚を刺激しないこ
とを意味する。
【００５４】
　本発明による組成物は、緩衝剤またはｐＨ調整剤を含む。好ましい緩衝剤またはｐＨ調
整剤には、グリシン／水酸化ナトリウム、クエン酸、乳酸、コハク酸、酢酸、およびこれ
らの塩などの弱酸および塩基が含まれる。しばしばクエン酸ナトリウムおよびクエン酸な
どの緩衝剤系の混合物が用いられる。
【００５５】
　本発明のヘアケア組成物と共に用いるのに適した担体には、例えばヘアスプレー、ムー
ス、トニック、ウォーター、クリーム、ジェル、シャンプー、コンディショナー、および
リンスの製剤化に用いられるものが含まれる。適切な担体の選択は製剤化される特定の製
品によって決まることになる。本発明で用いられる担体には、ヘアケア組成物に従来用い
られる広範な成分を含むことができる。これらの担体は、用いられるスタイリング化合物
を溶解または分散するための溶媒を含有することができ、水、Ｃ１－Ｃ６アルコール、低
級アルキルアセタート、およびこれらの混合物が好ましい。担体はまた、アセトン、炭化
水素（イソブタン、ヘキサン、デセンなど）、ハロゲン化炭化水素（Ｆｒｅｏｎなど）、
およびシクロメチコンなどの揮発性シリコーンなどの多様な追加材料も含有できる。
【００５６】
　ヘアケア組成物がヘアスプレー、トニック、ジェル、またはムースであるとき、好まし
い溶媒には、水、エタノール、揮発性シリコーン誘導体、およびこれらの混合物が含まれ
る。このような混合物に用いられる溶媒は、互いに混和性または非混和性であってもよい
。ムースおよびエアロゾルヘアスプレーは、材料を泡（ムースの場合）または微細な均一
のスプレー剤（エアロゾルヘアスプレーの場合）として送達するために、任意の従来の噴
射剤を用いることもできる。適切な噴射剤の例には、トリクロロフルオロメタン、ジクロ
ロジフルオロメタン、ジフルオロエタン、ジメチルエーテル、プロパン、ｎ－ブタン、ま
たはイソブタンなどの材料が含まれる。低粘度を有するトニックまたはヘアスプレー製品
は、乳化剤を用いることもできる。適切な乳化剤の例には、非イオン性、カチオン性、ア
ニオン性界面活性剤、またはこれらの混合物が含まれる。このような乳化剤が用いられる
場合、好ましくは組成物の総重量に対して約０．０１重量％から約７．５重量％のレベル
で存在する。噴射剤のレベルは所望どおりに調節できるが、一般にムース組成物の場合、
総重量に対して約３重量％から約３０重量％、エアロゾルヘアスプレー組成物の場合、総
重量に対して約１５重量％から約５０重量％である。
【００５７】
　ヘアスタイリングワックス、クリーム、またはジェルはまた、典型的に０．０１重量％
から１０重量％の量で、典型的に構造化剤（ｓｔｒｕｃｔｕｒａｎｔ）または増粘剤を含
有する。
【００５８】
　適切なスプレー容器は当分野で周知であり、従来の非エアロゾルポンプ式スプレー、即
ち「アトマイザ」、上記の噴射剤を有するエアロゾル容器または缶、および噴射剤として
圧縮空気を用いるポンプ式エアロゾル容器が含まれる。
【００５９】
　この製剤は、界面活性剤、毛髪に適したカチオン性コンディショナー、第四級シリコー
ンポリマー、シリコーンをベースとするコンディショナーおよびこれらのエマルション、
ならびにアミノ官能性シリコーンおよびこれらのエマルションなどのコンディショニング
材料を含むことができる。
【００６０】
　すべての製品形態に適したさらなる一般的な成分には、サンスクリーン剤、ふけ防止活
性剤、ヘアシャンプーおよびコンディショナー組成物用のカルボン酸ポリマー増粘剤、本
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【００６１】
　本発明の組成物はまた、ヘアケアに適した添加剤を含有することができる。一般にこの
ような成分は、個々に全組成物の２重量％まで、好ましくは１重量％までのレベルで含ま
れる。適切なヘアケア添加剤には、アミノ酸、糖、およびセラミドが含まれる。
【００６２】
　本発明の方法は、本発明の組成物を適用するステップ、好ましくはその後５０℃超、よ
り好ましくは１００℃超、より好ましくは１８０℃超の温度に加熱するステップを含む。
【００６３】
　以下の非限定的な実施例は、本発明の好ましい実施形態をさらに例示する。実施例およ
び本明細書を通じて言及されるすべてのパーセントは、別段の指示のない限り、総重量に
対する重量によるものである。
【実施例】
【００６４】
　用いたヘアピース（ｈａｉｒ　ｓｗｉｔｃｈ）は、欧州人のウェーブのかかった暗褐色
の毛髪であった（ウェーブ値６）。
【００６５】
　実験１：
　実験１：長さ２６ｃｍおよび重量２ｇｍの欧州人のウェーブのかかった暗褐色ヘアピー
スを２％糖水溶液に浸漬し、湿潤時に櫛を用いて直毛にスタイリングした。これらを２０
℃および相対湿度５０％で放置して乾燥した。乾燥した時点で、ヘアピースを１０回櫛で
すき、写真を撮った。ヘアピースのボリュームおよびフェレ長は、糖の直毛化効果を示す
。すべての数字は２から６回の実験の平均である。
【００６６】
【表１】

　この表から、本発明の実施例は、比較例と比較して直毛化およびボリューム低減の効果
をもたらすことがわかる。
　ハローデックス（Ｈａｌｌｏｄｅｘ）は、マルトシルトレハロース（糖基間の結合がす
べてα１－４結合とは限らない。）であることに留意されたい。
【００６７】
　実験２
　コーミングクリーム製剤の詳細を以下に示す。
【００６８】
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【表２】

　長さ２６ｃｍおよび重量２ｇｍの欧州人のウェーブのかかった暗褐色ヘアピースを、コ
ーミングクリーム０．１ｇで処理した。ヘアピースを２０℃および相対湿度５０％で放置
して乾燥した。乾燥した時点で、ヘアピースを１０回櫛ですき、写真を撮り、ボリューム
およびフェレを測定した。すべての数字は２から６回の実験の平均である。
【００６９】
【表３】

【００７０】
　実験３
　この実験では、ヘアピースをホットアイロンで直毛化した。直毛化および抗湿効果が認
められた。下記の表は、２％マルトトリオース水溶液０．５ｇｍをヘアピースにポンプ式
スプレーし、５回アイロンを施し、相対湿度８０％および３０℃で３時間後の最終ボリュ
ームを示す。
【００７１】
【表４】

　マルトトリオースは、相当な抗湿効果を示す。
【００７２】
　実験４
　マルトトリオースをムース製剤で送達した。
　このムース製剤を以下に示す。
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【表５】

【００７４】
　示したボリュームは、欧州人のウェーブのかかった毛髪（上記）に製品０．５ｇｍを適
用した場合である。ヘアピースはホットアイロンを用いて直毛化した。
【００７５】
　下記の表は、相対湿度８０％および３０℃で１．５時間後のマルトトリオースを適用し
たヘアピースの最終ボリュームを示す。
【００７６】
【表６】
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